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環
境
省
は
、
グ
リ
ー
ン
復
興
で
三

陸
の
復
興
を
推
進
す
る
た
め
、
三
陸

復
興
国
立
公
園
を
昨
年
5
月
に
創
設

し
、
東
北
地
方
沿
岸
地
域
に
「
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
を
整
備
す
る

計
画
で
、昨
年
11
月
に
は
、八
戸
市（
蕪

島
）
か
ら
久
慈
市（
小
袖
）
ま
で
の

区
間
が
開
通
し
ま
し
た
（
ト
レ
イ
ル

と
は
、
森
林
や
原
野
、
山
里
に
あ
る

「
歩
く
た
め
の
道
」）。
ま
た
、
地
質

遺
産
の
保
全
・
活
用
を
目
的
と
し
た

自
然
公
園
と
し
て
、
小
袖
海
岸
、
十

府
ヶ
浦
、
普
代
水
門
、
大
野
海
成
段

丘
等
で
構
成
さ
れ
る
三
陸
ジ
オ
パ
ー

ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
観
光
資
源
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

県
北
地
域
で
は
、
震
災
後
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
組
が
進

み
、
久
慈
市
や
洋
野
町
を
中
心
に

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
が
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
久
慈
市
で
は
、
昨

年
９
月
に
約
１
４
０
０
k
w
の
大

規
模
太
陽
光
発
電
施
設
が
枝
成
沢

地
区
で
稼
動
し
ま
し
た
。
洋
野
町
で

は
、
洋
上
風
力
発
電
や
陸
上
風
力
発

電
が
計
画
さ
れ
て
い
る
他
、
東
北
で

最
大
級
と
な
る
約
１
０
０
０
０
k
w

の
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
が
今

年
度
前
半
か
ら
角
ノ
浜
地
区
で
稼
動

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
野
田
村
で

は
、
木
質
チ
ッ
プ
や
ヤ
シ
殻
を
燃
料

に
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
以
降
、規
模
を
縮
小
し
、「
小

袖
海
女
っ
こ
市
」
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
た
「
北
限
の
海
女
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
昨
年
８
月
に
震
災
前
の

規
模
で
３
年
ぶ
り
に
久
慈
市
の
小

袖
漁
港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨

年
に
復
旧
し
た
同
漁
港
の
荷
捌
施

設
で
捌
か
れ
た
ウ
ニ
な
ど
の
海
産

物
が
提
供
さ
れ
た
他
、
海
女
さ
ん

の
素
潜
り
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
マ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
人
気
も

手
伝
い
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
も

増
え
、
平
成
24
年
の
3
倍
を
越
え

る
約
５
０
０
０
人
が
来
場
し
大
盛

況
で
し
た
。
小
袖
海
女
セ
ン
タ
ー
は

平
成
26
年
度
中
に
再
建
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。

北
限
の
海
女
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

岩手県

普代村
野田村
久慈市
洋野町

二戸市

一戸町
九戸村

軽米町

北いわて 2014
北岩手

の

復旧・
復興

ロード
マップ

十府ヶ浦（野田村）

つりがね洞（久慈市） 大野海成段丘（洋野町）

普代水門（普代村）

・
ジ
オ
パ
ー
ク

三
陸
復
興
国
立
公
園

　

三
陸
鉄
道
は
、震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
震
災
の
あ
っ
た
平

成
23
年
に
は
、久
慈
～
陸
中
野
田
間

が
、
そ
の
翌
年
に
は
陸
中
野
田
～
田

野
畑
間
が
復
旧
し
、堀
内
駅
な
ど
は

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」の
ロ
ケ
地
に
も
な
り
ま

し
た
。現
在
不
通
と
な
っ
て
い
る
南
リ

ア
ス
線
釜
石
駅
～
吉
浜
駅
間
が
４
月

５
日
、北
リ
ア
ス
線
田
野
畑
駅
～
小
本

駅
間
は
同
月
６
日
に
運
行
再
開
す
る

予
定
で
、三
鉄
は
震
災
か
ら
約
３
年

を
経
て
全
線
運
行
再
開
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、三
鉄
は
震
災
の
記

憶
と
被
災
地
の
現
在
を
伝
え
る
た
め
、

震
災
学
習
列
車
を
運
行
さ
せ
て
お
り
、

国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
多
く

の
方
が
三
陸
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

線
運
行
再
開

三
陸
鉄
道
全

平成26年3月4日発行

堀内の橋梁（大沢橋梁）を走る三鉄列車北限の海女フェスティバル（平成25年8月4日）

洋野町角ノ浜の大規模太陽光発電施設



［ 3 ］ ［ 2 ］

野田村
米
田
・
南
浜
地
区
の

高
台
造
成
工
事
が
完
了

全
部
で
24
区
画
を
造
成
す
る
米
田
・

南
浜
地
区
の
高
台
移
転
用
地
造
成
工

事
は
今
年
１
月
に
完
了
し
、
村
は
、
移

転
者
の
18
世
帯
と
土
地
の
分
譲
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。
南
浜
地
区
に
は
、

村
が
災
害
公
営
住
宅
６
棟
を
建
設
す

る
予
定
で
、
今
秋
の
完
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

完了した米田地区の高台移転用地

城
内
地
区
の
高
台

造
成
工
事
が
進
行
中

村
で
最
大
規
模
の
76
区
画
を
造
成

す
る
城
内
地
区
の
高
台
移
転
用
地
造

成
工
事
は
、
平
成
27
年
１
月
の
完
了
を

目
指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

造成工事が進む城内地区の高台移転用地（２月６日）

社会資本の復旧・復興ロードマップ

復　興ニュース

基準日：平成25年12月31日（平成25年12月27日に復興局
　　　　が公表したものを基に県北広域振興局が作成）

北 い わ て 　 復 興 最 前 線 北 い わ て 　 復 興 最 前 線

区画整理事業の経験を生かして
被災地の新しいまちづくりに尽力

「 みんなでやっぺし！」
地元ブランド「野田ホタテ」が復活

二戸市役所に28年半勤務し、駅前開発
や下水道整備などの区画整備事業に関
わってきた三ヶ森善智さん。みずからの経
験を復興に活かしたいと決心して市職員
を退職し、5年間の被災地長期派遣制度
を設けた東京都の採用試験をパスして、
平成2４年9月に野田村に着任しました。

区画整理事業でいちばん大切な事は、
住民の皆さんとの合意形成。三ヶ森さん
が長期派遣制度を活用した理由は、「長く
関わることで、地権者の方々と信頼関係
を築きながらスムーズに進めていくことが

県北部で、震災の被害がもっとも大き
かったといわれる野田村。養殖施設は全
滅、野田村漁協に登録されていた漁船は
227隻中222隻が被災しました。

野田村の養殖の柱である「野田ホタテ」
は、4月下旬〜５月中旬、海中に漂うホタ
テの種を集める「採苗」作業が始まります。

「春の種を逃すと、また1年再開が遅れる。
やるんだったらすぐにやっぺし。まったく
のゼロからのスタートなんて初めてだった
けど、まずみんなで、でぎるどごまでやっ
ぺし」と、震災直後、小谷地勝さんが中心

できるから」だと話します。
一般の区画整理では合意形成が難航す

ることもありますが、「野田村では、地権者
の皆さん全員が被災者であり、『村と住民
がひとつになって復興するんだ』という強
い気持ちで対応してくださるので助かって
います」と笑顔で語ります。

野田村の区画整理は復興計画のスケ
ジュールに沿ってほぼ順調に進んでいま
す。「野田村の皆さんの人柄がとてもあた
たかく、復興むらづくり推進課の雰囲気は
明るい。素晴らしい環境で仕事をさせて

となって、野田養殖組合で養殖を再スター
トしました。県内産ホタテの種苗基地でも
ある野田漁港は、こうして震災からわずか
９カ月後、山田湾にホタテ稚貝を初出荷。
小谷地さんは「うちが先にホタテの種を採
らないと、よその漁協も復活できない。み
んなで一緒に復興するんだ、という気持ち
でしたね」と振り返ります。

その後養殖施設の整備を進め、平成26
年度中には、震災前の７割程度、140万個
の出荷を見込んでいます。
「地元の皆さんから、『野田ホタテの復

いただいて、感謝しています」と三ヶ森さ
ん。家族みんなで野田村に引っ越しし、地
域密着で復興事業に取り組んでいます。

活を待ってだったよ』という声を聞いた
時、本当に嬉しかった。震災後たくさんの
支援を受けてつながったご縁をずっと大
事にしていきたい」と小谷地さん。

今後は、活ホタテの直売や、新鮮なおい
しさを地元で体感できる仕組づくりにも
取り組みたいと意欲を燃やしています。野
田ホタテブランドを活用した、新しい村お
こしに夢が広がります。

一歩ず
つ

前へ！
福幸

インタ
ビュー

今
年
度
か
ら
本
格
的
に

ホ
タ
テ
の
養
殖
を
開
始

　

ホ
タ
テ
の
養
殖
施
設
と
蓄
養
施
設

が
平
成
24
年
度
に
完
成
し
、
今
年
度

か
ら
本
格
的
に
ホ
タ
テ
の
養
殖
を
開

始
。
震
災
前

2
8
0
ｔ
で

あ
っ
た
ホ
タ

テ
の
生
産
量

は
、
今
年
度

80
t
前

後

に
な
る
見
込

み
で
、
平
成

26
年
度
は

2
0
0
ｔ
の

生
産
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

野
田
漁
港
に
完
成
し
た
ホ
タ

テ
の
蓄
養
施
設

宇
部
川
地
区
の
水
田
の

ほ
場
整
備
を
実
施

　

津
波
被
害
を
受
け
た
15
h
a
を

含
む
宇
部
川
地
区
80
h
a
の
農
地
で
、

ほ
場
整
備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
実
施
設
計
及
び
換
地
計
画

を
策
定
し
、
本
年
7
月
か
ら
、
区
画
整

理
工
事
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

津波被害から復旧した宇部川地区の農地

野田村漁業協同組合
野田養殖組合長　

小
こ

谷
や

地
ち

 勝
まさる

さん

野田村復興むらづくり推進課
街並み再生班　主任主査　

三
み

ヶ
か

森
も り

 善
よ し

智
と も

さん

野田養殖組合は昨年、いわて農林水産協議会
から個性ある「産地づくり」賞水産部門賞を受賞

小泉復興大臣政務官と野田村長、
職場の皆さん

【復興の概況】
県営災害公営住宅
第１、2団地が完成、
高台団地の住宅建
設も今後本格化

のんちゃん
（野田村マスコットキャラクター）

・東京都［3名］ ・弘前市［２名］ ・青森市［１名］
・二戸市［２名］ ・盛岡市［１名］ ・葛巻町［１名］
・滝沢市［１名］ ・青森県［１名］ ・岩手県［６名］

現在、全国の自治体から野田村に18名の職
員が派遣され復興に取り組んでいます。

区
画
整
理
事
業
区
域
で

住
宅
の
建
築
工
事
に
着
工

　

区
画
整
理
事
業
の
仮
換
地
指
定
が

今
年
１
月
に
９
割
を
超
え
、
区
画
の
一

部
で
住
宅

の
建
築
工

事
が
開
始

さ
れ
て
い
ま

す
。
同
区
域

に
は
平
成

27
年
度
ま
で

に
１
３
５
戸

分
の
宅
地
が

整
備
さ
れ
る

予
定
で
す
。

城
内
地
区
の
区
画
整
理
事
業

区
域（
2
月
6
日
）

（
⓫
）

（
⓲
⓳
）

（
⓭
）

（
⓬
）

下
安
家
地
区
の

高
台
造
成
工
事
が
完
了

　

国
民
宿
舎
え
ぼ
し
荘
に
隣
接
す
る

下
安
家
地
区
の
高
台
移
転
用
地
造
成

工
事
は
今
年
１
月
、
全
５
区
画
の
造
成

が
完
了
し
ま
し
た
。
村
で
は
、
移
転
者

の
４
世
帯
と
土
地
の
分
譲
契
約
を
締

結
し
、１
区
画
に
は
村
が
災
害
公
営
住

宅
を
建
設
す
る

予
定
で
す
。ま
た
、

安
家
川
河
口
沿

い
の
宅
地
嵩
上

げ
工
事
は
、昨
年

８
月
に
着
工
し

平
成
26
年
度
の

完
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 （

⓮
）

完
了
し
た
下
安
家
地
区

の
高
台
移
転
用
地

分野
区分

細分
項目等

事業
主体 路線・箇所名等 事業概要

年度別整備スケジュール

第１期
（基盤復興期間）

第２期
（本格復興期間）

第３期
更なる展開
への連結期間

Ｈ２３ Ｈ２4 Ｈ２5 Ｈ２6 Ｈ２7 Ｈ２8 Ｈ２9 Ｈ30

災
害
公
営
住
宅

直接
建設

県

⓲野田1 
 　（単独）

【木造2階】
予定戸数：
8戸

⓳野田2  
 　（単独）

【木造平屋】
予定戸数：
18戸

村

⓴城内 
（区：城内地区）

【木造】
予定戸数：
11戸

⃝21 城内
 （防：城内地区）

【木造】
予定戸数：
55戸

⃝22 米田・南浜
（防：米田・南浜

地区）

【木造】
予定戸数：
6戸

⃝23 下安家
（漁：下安家地区）

【木造】
予定戸数：
1戸

⃝24 城内
 　（単独）

【木造】
予定戸数：
2戸

漁
港 漁港

県 ⃝25 野田漁港

【漁港災害】
防波堤
L=125m、
岸壁
L=307m 他

村

⃝26 玉川漁港

【漁港災害】
防波堤
L=132m、
岸壁
L=50m 他

⃝27 下安家漁港
【漁港災害】
防波堤
L=28m 他

（ ）

施工準備

応急対策
工事

平成24年
9月完了

施工準備

応急対策
工事

平成24年
9月完了

施工準備

応急対策

工事

設計 工事

用地・造成

設計 工事
用地・造成

設計 工事

設計

工事

用地・造成

用地・造成

用地

設計 工事

工事
設計

平成25年
3月完了

平成26年
1月完了

設計・工事

用地

用地

分野
区分

細分
項目等

事業
主体 路線・箇所名等 事業概要

年度別整備スケジュール

第１期
（基盤復興期間）

第２期
（本格復興期間）

第３期
更なる展開
への連結期間

Ｈ２３ Ｈ２4 Ｈ２5 Ｈ２6 Ｈ２7 Ｈ２8 Ｈ２9 Ｈ30

海
岸
保
全
施
設

一般
海岸

県

❶宇部川 【災害復旧】
水門設備1式他

❷広内海岸
【災害復旧】
防潮堤L=0.2km、
水門等N=4基他

❸野田海岸
　（明内、泉沢）

【災害復旧】
水門設備等1式他

❹米田海岸

【災害復旧】
防潮堤L=0.4km、
水門等N=2基他

【海岸高潮】
防潮堤L=0.4km

❺野田玉川海岸
【災害復旧】
防潮堤L=0.05km
他

❻野田海岸
【海岸高潮】
防潮堤L=0.5km、
水門等N=1基

農地
海岸 ❼野田海岸

【海岸保全施設災害】
防潮堤裏法面
A=2,320㎡
水門操作室N=1棟

林野
海岸 ❽前浜地区 【治山施設災害】

防潮堤L=1.3km

道復
路◆　
等興

復興道路 国 ❾三陸沿岸道路 野田久慈道路
（普代～久慈）

復興関連
道路 県 ❿（主）野田山形線 大葛の２

復
興
ま
ち
づ
く
り

土地区画
整理

村

⓫城内地区
区域面積：12.9ha
対象戸数：135戸

（民124戸・公11戸）

防災集団
移転

⓬城内・米田・
南浜地区

（城内地区）

対象戸数：76戸
（民21戸・公55戸）

⓭城内・米田・
南浜地区

（米田・南浜地区）

対象戸数 : 24戸
（民18戸・公6戸）

漁業集落
防災機能

強化

⓮下安家地区
集落道、
用地造成 他
対象戸数：14戸

（民13戸・公1戸）

⓯中沢地区
用地造成他
対象戸数：2戸

（民2戸）

まちづくり
連携道路 県

⓰(主)野田山形線 野田

⓱（一）安家玉川線 下安家

（ ）

事業準備
工事設計・用地等

事業準備
工事

設計・用地等

施工準備 工事

施工準備 工事

施工準備 工事

施工準備 工事

用地・工事の推進
（順次供用開始）

施工準備
用地・工事の推進用地買収

施工準備
用地・工事の推進

工事

平成25年
3月完了

施工準備
工事

施工準備
工事

施工準備
平成25年
5月完了工事

施工準備
平成24年
8月完了工事

応急対策
工事

事業準備 平成25年6月27日起工式

平成25年7月2日供用開始

測量、設計、用地買収等を行い、順次工事に着手

工事 順次住宅建設
事業準備
・住民合意

都市計画決定・事業計画
策定・仮換地手続き等

事業準備・
住民合意

工事

事業計画策定

事業計画策定

調査・設計等

調査・設計等

順次住宅建設

順次住宅建設

事業準備・
住民合意

施工準備

県
営
災
害
公
営
住
宅

第
１
、２
団
地
が
完
成

　

県
営
災
害
公
営
住
宅
第
１
団
地

（
８
戸
分
）
と
第
２
団
地
（
18
戸
分
）

が
昨
年
3
月
と
今
年
１
月
に
完
成
し
、

野
田
村
の
県
営
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
は
、
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分1地形図を複製したものである。
（承認番号　平25東複、 第84号）

※事業の実施箇所や実施内容、整備スケジュールは、今後、変更する可能性があります。
※復興まちづくりの「民」は自立再建等の宅地数、「公」は災害公営住宅の戸数です。

【県】県北広域振興局　0194-53-（以下のとおり）　土木部（4990）、林務部（4984）、水産部（4985）、農政部農村整備室（4988）
【村】野田村復興むらづくり推進課　0194-78-2915問合せ先

門前小路地区の県営災害公営住宅第２団地

（
❽
）

前
浜
地
区
防
潮
堤
の

本
体
工
事
が
順
次
完
了

　

前
浜
地
区
防
潮
堤
の
高
さ
12
ｍ
ま

で
の
本
体
工
事
が
１
７
０
ｍ
分（
全
体

１
３
４
０
ｍ
）
完
了
。
３
月
下
旬
に
は
、

更
に
１
０
０
ｍ
分
の
工
事（
高
さ
12
ｍ
）

が
完
了
す
る
見
込
み
で
、
最
終
的
に
は

高
さ
14
m
と
な
り
ま
す
。
全
体
の
完
成

は
、平
成
27
年
度
の
予
定
で
す
。

前浜地区の防潮堤（2月6日）



［ 5 ］ ［ 4 ］

八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
（
三
陸

沿
岸
道
路
）の
工
事
着
工

　

復
興
道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
（
侍

浜
～
階
上
）
の
工
事
が
昨
年
９
月

に
着
工
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

既
に
一
部
供
用
済
み（
3.2
㎞
）と
な
っ

て
い
る
八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
は
、

平
成
24
年
８
月
に
着
工
し
た
久
慈

北
Ｉ
Ｃ
～
侍
浜
を
含
め
、
残
り
の

全
区
間
が
着
工
に
な
り
ま
し
た
。

久
喜
地
区
の

災
害
公
営
住
宅（
⓰
⓳
）と

津
波
避
難
施
設
が
完
成 

　

市
が
整
備
を
進
め
て
い
る
久
慈

湊
・
大
崎
、
元
木
沢
、
玉
の
脇
及

び
久
喜
の
４
地
区
の
集
団
移
転
事

業
の
う
ち
、
久
喜
地
区
の
災
害
公

営
住
宅
３
戸
と
津
波
避
難
施
設
が

昨
年
12
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
元

木
沢
地
区
及
び
玉
の
脇
地
区
で
は
、

昨
年
11
月
に
造
成
工
事
が
終
わ
り
、

自
立
再
建
に
よ
る
住
宅
や
今
年
３

月
の
完
成
を
目
指
し
た
災
害
公
営

住
宅
を
建
設
中
で
す
（
⓮
⓯
⓲
）。

ま
た
、
久
慈
湊
・
大
崎
地
区
で
は

造
成
工
事
及
び
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
が
今
年
3
月
末
に
完
成
す
る

予
定
で
す
（
⓭
⓱
）。

「
骨
取
り
さ
ん
ま
」
が

コ
ン
テ
ス
ト
で
準
優
勝

　

平
成
23
年
に
復
旧
し
た
久
慈
市

漁
協
食
品
加
工
場
の
「
骨
取
り
さ

ん
ま
」
が
フ
ァ
ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ン

テ
ス
ト
で
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
骨
取
り
さ
ん
ま
」
は
、
イ
オ
ン
が

復
興
支
援
と
し
て
久
慈
市
漁
協
及

び
三
陸
鉄
道
と
共
同
開
発
し
た
同

漁
協
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
は
三
鉄
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
鉄
道
ダ
ン
シ
「
田
野
畑
ユ
ウ
」
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

久
慈
市
漁
協
の

被
災
施
設
が
復
旧
完
了

　

震
災
で
被
災
し
た
久
慈
市
漁
協

の
製
氷
・
貯
氷
施
設
、
加
工
処
理

施
設
、
水
産
物
鮮
度
保
持
施
設
、

荷
捌
施
設
等
17
施
設
が
昨
年
ま
で

に
全
て
復
旧
し
ま
し
た
。

久慈市
復　興ニュース

北 い わ て 　 復 興 最 前 線北 い わ て 　 復 興 最 前 線

分野
区分

細分
項目等

事
業
主
体

路線・箇所名
等 事業概要

年度別整備スケジュール

第１期
（基盤復興期間）

第２期
（本格復興期間）

第３期
更なる展開
への連結期間

Ｈ２３ Ｈ２4 Ｈ２5 Ｈ２6 Ｈ２7 Ｈ２8 Ｈ２9 Ｈ30

漁

港
漁港

県 ⃝20久喜漁港
【漁港災害】
防波堤L=162m、
岸壁L＝93m 他

市

⃝21 桑畑漁港
【漁港災害】
用地
N=1式 他

⃝22 田子の木
　漁港

【漁港災害】
護岸
N=1式 他

⃝23 川津内漁港
【漁港災害】
防波堤
L=11m 他

⃝24 横沼漁港
【漁港災害】
-3m岸壁
N=1式 他

⃝25白前漁港
【漁港災害】
防波堤
L=29m 他

⃝26 麦生漁港
【漁港災害】
物揚場
N=1式 他

⃝27久慈湊漁港
【漁港災害】
航路
N=1式

⃝28 舟渡漁港
 【漁港災害】
護岸
L=64m 他

⃝29 小袖漁港
【漁港災害】
防波堤
L=150m 他

港

湾
⃝30

久慈港

国 湾口防波堤
【防波堤整備･
  直轄災害復旧】
防波堤L=3,800m

県

堀込地区

【災害復旧】
-4.5m岸壁L=180m、
-6.0m岸壁L=497m、
-2.0m物揚場L=105m

諏訪下地区

【災害復旧】
諏訪下防波堤L=5.0m、
外防波堤L=293m、
-7.5m岸壁L=281.6m、
-10.0m岸壁L=23.7m

玉の脇地区

【災害復旧】
外防波堤L=297m､
北防波堤L=152m、
内防波堤L=95m、
物揚場L=51m

半崎地区

【災害復旧】
半崎防波堤L=23m、
波除堤L=40m、
-4.0m物揚場L=69m
船揚場L=48m

（ ）
施工準備

応急
対策

応急対策

工事

暫
定
供
用

・岸壁
・物揚場

・航路
・泊地浚渫

暫
定
供
用

・防波堤
・岸壁
・臨港道路

・航路
・泊地浚渫

暫
定
供
用

・防波堤
・物揚場
・臨港道路

・航路
・泊地浚渫

暫
定
供
用

・防波堤
・物揚場
・臨港道路
・船揚場

・航路
・泊地浚渫

工事（平成40年度完成目標）

学校が培った防災教育の
スキルを次世代へ継承したい

ミュージカルのモデルになった
久慈の縫製工場

久慈湾に注ぐ久慈川の河口から約１㎞
の距離に建つ「久慈湊小学校」。浸水区域
のため、津波を想定した避難訓練を続け
ている防災教育に熱心な学校です。「震災
を忘れないように」と、平成24年には５年
生が三陸鉄道や北限の海女など、地域の
人たちにインタビューした聞き書き授業
の作文集を作っています。

久慈湊小学校では、東日本大震災直前
に避難場所を徒歩10分の高台に変更し、
避難訓練を実施。震災のときは子どもた
ち全員が無事でした。

東日本大震災の前は、ファッション水着が
専門だった縫製工場「久慈ソーイング」。
震災当日は全員無事でしたが、社屋の半
数が津波の被害で使えなくなりました。　

社長の中田利雄さんは震災から一週間
後、「何とか使えないものか」と、泥や塩水
に浸かった100台以上のミシンの洗浄を
開始。同時に、青森県五戸町と大船渡市
にあった縫製工場に支援を依頼。10台の
ミシンを無償で譲り受けました。

中田さんは「水着に使うミシンは特殊な
もので、譲ってもらったミシンは一般的な

校長の中居澄江さんは「訓練の成果が
ありました。 子どもたちには『地震が起
こったときは、急いで避難する』と教えて
いますが、その通りに行動できました」と
話しています。　　

震災後、学校は訓練内容をさらに見直
しました。中居さんは「震災はいつ起こる
か、わかりませんから、避難訓練をするた
び、問題点を改善しています。学校の取組
を理解している子どもたちは、とても真剣
に避難訓練を行います。入学から２カ月し
か経っていない１年生が訓練に参加した

もの。従業員には、2011年の５月から７
月、カジュアルシャツの縫製研修を受講し
てもらい、譲り受けたミシンを使うライン
を８月に立ち上げました」と話します。現
在は、水着やカジュアルシャツのほか、仮
設の夏井工場で、リメイク商品を作ってお
り、「新しい仕事が増えました。震災前に
戻った訳ではありませんが、ここの力に応
じた仕事をさせてもらっています」とのこ
と。

久慈ソーイングの頑張る姿を知った東
京の劇団が「ミュージカルにしたい」と訪

ときは、６年生と手をつないで避難しまし
た。私語もありませんでした」と、子どもた
ちを褒めていました。

中居さんは「震災から３年が経ちます
が、この期間に防災教育の土台ができた
と思います。子どもたちには、避難につい
て自分で判断できるようになって欲しい。
先生が入れ替わっても、学校が培った防災
教育のスキルの継承を」と願っています。

れ、「ドリーム工
こう

場
ば

　東北のプレタポルテ」
という再起の物語を制作し、全国50カ所
で公演されました。最初の公演に招待さ
れた中田さんは「うちがモデルだけに、涙
を流して観た」そうです。
「震災をきっかけに、手を貸してくれる

人が増えた。お蔭でいろいろな展開がで
きるようになった」と、中田さんはたくさ
んの人に感謝しています。

一歩ず
つ

前へ！
福幸

インタ
ビュー

株式会社久慈ソーイング
代表取締役　

中
な か

田
た

 利
と し

雄
お

さん

久慈市立久慈湊小学校
校長　

中
な か

居
い

 澄
す み

江
え

さん

ミシンの分解・洗浄・乾燥は、
８人の手作業で約１ヶ月かかりました

震災にまつわる「聞
き書き授業」を行
い、平成24年12月
に作文集を発行

完成した久喜地区の市営災害公営住宅

久
喜
東
地
区
の
ア
ワ
ビ・

ウ
ニ
増
殖
場
を
整
備

　

震
災
の
影
響
に
よ
り
工
事
を
中

断
し
て
い
た
久
喜
漁
港
東
側
の
ア
ワ

ビ
・
ウ
ニ
増
殖
場
（
6.9
h
a
）
の
整

備
を
昨
年
夏
か
ら
再
開
し
て
い
ま

す
。
震
災
後
の
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
増
殖

場
の
整
備
は
、
久
喜
東
地
区
が
は
じ

め
て
で
あ
り
、
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
の
更

な
る
増
殖
に
よ
り
、
水
産
業
の
復
興

の
加
速
が
期
待
さ
れ
る
施
設
で
す
。

工
事
は
、
平
成
28
年
度
に
完
了
す
る

予
定
で
す
。

侍浜～階上区間の起工式（平成25年9月12日）長内地区の久慈市漁協製氷工場

増殖場となるブロックを久喜沖に沈めている様子

準優勝を獲得したスパイシー風味の「骨取りさんま」

【復興の概況】
主な水産施設は昨年
までに復旧完了、集
団移転事業は今年3
月末に完了予定

アマリン
（北限の海女キャラクター）

（
❾
）

平成25年
7月完了

平成24年
1月完了

平成23年
8月完了

平成24年
3月完了

平成24年
3月完了

平成24年
3月完了

平成24年
3月完了

平成23年
9月完了

平成24年
5月完了

平成24年
7月完了

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

応急対策

応急対策

応急対策

応急対策

応急対策

応急対策

応急対策

応急対策

分野
区分

細分
項目等

事
業
主
体

路線・箇所名等 事業概要

年度別整備スケジュール

第１期
（基盤復興期間）

第２期
（本格復興期間）

第３期
更なる展開
への連結期間

Ｈ２３ Ｈ２4 Ｈ２5 Ｈ２6 Ｈ２7 Ｈ２8 Ｈ２9 Ｈ30

海
岸
保
全
施
設

一般
海岸

県

❶久慈川 【三陸高潮】
防潮堤L=2.0km

❷夏井川 【三陸高潮】
防潮堤L=0.8km

港湾
海岸

❸久慈港海岸
　（半崎）

【災害復旧】
離岸堤L=0.2km

❹久慈港海岸
　（諏訪下）

【災害復旧】
防潮堤L=2.6km、
陸閘N=12基

❺久慈港海岸
　（玉の脇）

【災害復旧】
離岸堤L=0.4km

漁港
海岸

❻久喜漁港海岸
【災害復旧】
防潮堤L=0.7km、
水門N=2基  他

市

❼久慈湊漁港
　海岸

【災害復旧】
防潮堤L=1.3km、
水門N=4基

❽小袖漁港海岸
【災害復旧】
防潮堤L=0.2km、
水門N=1基  他

復
興
道
路
等

復興
道路 国 ❾三陸沿岸道路

久慈北道路

野田久慈道路
（普代～久慈）

復興支援
道路

県

❿国道281号 案内

復興関連
道路

⓫（一）侍浜夏井線 本波

⓬（一）野田長内線 小袖～大尻

復
興
ま
ち
づ
く
り

漁業集落
防災機能

強化
市

⓭久慈湊・大崎

集落道、
避難施設、
用地造成 他
対象戸数：14戸

（民9戸・公5戸）

⓮元木沢

集落道、
避難施設、
用地造成 他
対象戸数：5戸

（民2戸・公3戸）

⓯玉の脇
集落道、
用地造成 他
対象戸数：3戸

（民3戸）

⓰久喜

集落道、
漁業集落排水、
用地造成 他
対象戸数：4戸

（民1戸・公3戸）

災
害
公
営
住
宅

直接
建設 市

⓱久慈湊・大崎  
（漁：久慈湊・大崎地区）

【木造】
予定戸数：5戸

⓲元木沢
（漁：元木沢地区）

【木造】
予定戸数：3戸

⓳久喜 
（漁：久喜地区）

【木造】
予定戸数：3戸

（ ）

平成25年6月27日起工式

施工準備

施工準備

施工準備

応急対策

施工準備 工事

施工準備 工事

工事

工事

工事

工事

工事

用地・工事の推進（事業中）

用地・工事の推進（順次供用開始）

用地・工事
の推進

用地・造成

用地・造成

用地・造成

施工準備 用地買収
用地・工事の推進

測量、設計、用地買収等を行い、順次工事に着手（順次供用開始）

事業準備

工事

設計・用地等

事業準備 設計・用地等

事業準備

工事

工事

工事

工事

工事

工事

設計・用地等

事業準備 設計・用地等

設計

設計

設計

事業準備

施工準備

施工準備

応急対策
施工準備 工事

平成25年
11月完了

平成24年
10月完了

平成24年
10月完了

平成24年9月30日
供用開始

平成25年
11月完了

平成25年
8月完了

平成25年
12月完了

集団移転に関しては
H25完了予定

社会資本の復旧・復興ロードマップ 基準日：平成25年12月31日（平成25年12月27日に復興局
　　　　が公表したものを基に県北広域振興局が作成）

※地図外
国道281号 案内

※事業の実施箇所や実施内容、整備スケジュールは、今後、
変更する可能性があります。

※復興まちづくりの「民」は自立再建等の宅地数、「公」は災
害公営住宅の戸数です。

【県】県北広域振興局　土木部 0194-53-4990／水産部 0194-53-4985
【市】久慈市総務部復興推進課　0194-54-8005問合せ先

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分1地
形図を複製したものである。（承認番号　平25東複、 第84号）



［ 7 ］ ［ 6 ］

八
木
の
災
害
公
営
住
宅

と
防
災
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　

八
木
地
区
の
町
営
災
害
公
営
住
宅
4

戸
が
昨
年
8
月
に
完
成
し
、
町
の
災
害

公
営
住
宅
の
整
備
は
完
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
地
区
に
は
、
消
防
屯
所
の
機

能
を
併
せ
持
つ
防
災
セ
ン
タ
ー
が
昨
年

10
月
に
完

成
し
、
保

育
園
も
新

た
に
建
設

さ
れ
、
今

年
1
月
か

ら
開
園
し

て
い
ま
す
。

ウ
ニ
の
漁
獲
量
は

震
災
前
の
お
よ
そ
7
割

　

ウ
ニ
の
今
年
度
の
漁
獲
量
は
、
震
災

前
の
7
割
程
度
で
し
た
が
、
ウ
ニ
の
種

苗
生
産
が
9

割
ま
で
回

復
し
て
お
り
、

八
木
港
北

部
の
増
殖

溝
の
整
備

も
平
成
26

年
度
の
完

了
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

八木地区の町営災害公営住宅

洋野町
復　興ニュース

マキちゃん　ダイちゃん
（洋野町シンボルキャラクター）

北 い わ て 　 復 興 最 前 線

太
田
名
部
の
水
産
物
加
工

処
理
施
設
等
が
完
成
間
近

　

太
田
名
部
漁
港
内
の
水
産
物
加
工

処
理
施
設
と
漁
船
保
全
修
理
施
設
が

今
年
３
月
に

完
成
す
る
予

定
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、

普
代
漁
協
の

主
な
水
産
施

設
の
復
旧
は

全
て
完
了
す

る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

普
代
道
路
の
開
通

復
興
道
路
と
し
て
県
内
初

　

普
代
道
路
は
、三
陸
沿
岸
道
路
（
復

興
道
路
）
の
一
部
を
構
成
す
る
延
長
4.2

㎞
の
道
路
で
、
昨
年
10
月
に
、
復
興

道
路
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
道
路

と
し
て
は
、
県
内
で
初
め
て
開
通
し
ま

し
た
。
普

代
小
と
普

代
中
に
近

い
所
に
は
、

津
波
避
難

階
段
が
整

備
さ
れ
て

い
ま
す
。

普代村
復　興ニュース

ワカメ・グリーン コンブ・ブラック
（久慈地域「海の幸」ＰＲ協議会キャラクター）

北 い わ て 　 復 興 最 前 線

被災地から発信
普代の特産品「こんぶ」で商品開発

震災後２年で本格復旧
洋野町のウニ栽培漁業

東京品川の和食の名店で厨房をまかさ
れ、西伊豆のリゾートホテルで腕をふるっ
た後、実家の精肉店を継ぐために普代村
に帰ってきた上神田敬二さん。一流の舞
台で鍛えた料理人としての経験を生かし、
店の新商品開発に試行錯誤していた時、
村特産のすき昆布の未利用部分を活用し
た焼肉のタレを構想しました。
「すき昆布を作る時、根っこに近い部分

を切り落とすんです。『これだ！』と思いま
した」と上神田さん。その後、「ふだいの昆
布で村おこし！」プロジェクトもスタート

箱石和廣さんが所長を務める種市事業
所は、ウニで有名な洋野町にあります。東
日本大震災の津波で、飼育していた600万
個のウニ種苗など、すべてが海に流されて
しまいました。

震災直後、箱石さんは「この事業所は、
もうダメだと思いました。被害の大きさに
打ちのめされて、スタッフといっしょにフラ
フラと後片付けをしていました」が、震災の
年の３月下旬から、種市高校のボランティ
アをはじめ、地元漁協の漁業者の手伝い
で事業所のがれき撤去が進みだしました。

し、漁師さん達との絆が生まれつつあった
矢先の震災でした。

浜は目を覆いたくなるような状況でし
たが、漁師さんたちの「先駆けて復興に向
かうんだ」という力強い言葉につき動かさ
れたとか。消防団や商工会青年部の部長
として、がれき撤去や臨時保育所への支
援など様々なボランティア活動に関わり、
仲間の絆が深まるうちに、大切な事に気
づいたといいます。
「はじめは『どうやって普代のコンブをブ

ランド化するか』にこだわっていました。で

「高校生ボランティアがキビキビと働い
てくれて、がれきが見る見るうちに片付い
ていきました。その姿に元気をもらった」
という箱石さんに、多くの漁業者が「ウニ
は生活の糧。少しでも早く種苗生産・ 放
流を再開して欲しい」と話したそうです。　

ウニの飼育は１年サイクル。「その年の８
月までに事業所が復旧しなければ、ウニ
栽培漁業は１年、復旧が遅れてしまう」と、
箱石さんは「まるで大破した自動車を、タ
イヤだけでも動かせるようにと直したよう
な状態で」仮復旧の施設を稼働。事業所

も、結局は『人』なんだと。震災を乗り越え
て、おいしいコンブを作る漁師さん。加工
場を再建し、すき昆布を作っている加工業
者さん。手作業でしか作れない、プライド
の高い仕事をしている『人』がいる。それこ
そが普代の宝であり、ブランドなんです」。

プロの料理人として培った確かな技と、
地元を愛する気持ちが、普代村の新しい
魅力づくりを後押しします。

が本格的に復旧した平成25年度のウニ放
流は、240万個にまで回復しています。
「震災で漁獲できるウニが減っています

から、『震災前よりも多く放流して欲しい』
との声も上がっています。それに応えて、
１年でも早く震災前の状況に戻るように
頑張りたい」と、箱石さんは決意を新たに
しています。

分野
区分

細分
項目等

事業
主体

路線・箇所名
等 事業概要

年度別整備スケジュール

第１期
（基盤復興期間）

第２期
（本格復興期間）

第３期
更なる展開
への連結期間

Ｈ２３ Ｈ２4 Ｈ２5 Ｈ２6 Ｈ２7 Ｈ２8 Ｈ２9 Ｈ30

海
岸
保
全
施
設

一般
海岸 県

❶宇留部海岸 【災害復旧】
水門設備1式他

❷太田名部
　海岸

【災害復旧】
防潮堤L=0.1km
他

❸宇留部海岸 【県単治水事業】
陸閘Ｎ=1基

❹太田名部
　海岸

【海岸危機】
陸閘等遠隔操作化
Ｎ=2基

復
興
道
路
等

復興
道路 国 ❺三陸沿岸

　道路

野田久慈道路
（普代～久慈）

普代道路
（普代バイパス）

尾肝要普代道路
（尾肝要～普代）

ま復
ち◆
づ◆
く◆　
り興

漁業集落
防災機能
強　　化

村 ❻堀内・沢地区 避難路

漁
港 漁 港

県

❼堀内漁港
【漁港災害】
防波堤N=1式
他

❽太田名部
　漁港

【漁港災害】
防波堤L=285m、
岸壁L=36m
他

村

❾沢漁港
【漁港災害】
防波堤L=77m
他

❿白井漁港

【漁港災害】
防波堤L=89m、
岸壁L=7m
他

⓫黒崎漁港 【漁港災害】
泊地N=1式

（ ）

工事

工事

設計等

応急対策

応急対策

応急対策

工事

工事

平成25年
7月完了工事

平成24年
6月完了

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

平成23年
9月完了

用地・工事の推進

工事

施工
準備 工事

施工準備 工事

工事 平成24年
10月完了

平成25年
10月完了

平成25年
10月完了

事業準備

事業準備

事業準備

平成25年6月27日起工式

平成25年11月18日起工式

測量、設計、用地買収等を行い、順次工事に着手

測量、設計、用地買収等を行い、順次工事に着手

分野
区分

細分
項目等

事業
主体

路線・
箇所名等 事業概要

年度別整備スケジュール

第１期
（基盤復興期間）

第２期
（本格復興期間）

第３期
更なる展開
への連結期間

Ｈ２３ Ｈ２4 Ｈ２5 Ｈ２6 Ｈ２7 Ｈ２8 Ｈ２9 Ｈ30

海
岸
保
全
施
設

一般
海岸 県

❶大谷地海岸 【災害復旧】
根固工V=92㎥ 他

❷平内海岸 【災害復旧】
消波工L=220m

❸玉川海岸 【災害復旧】
護岸L=87m 他

❹小子内海岸【災害復旧】
監視カメラ1台 他

❺原子内海岸 【災害復旧】
根固工V=92㎥ 他

❻八木海岸 【海岸高潮】防潮堤L=0.4km、
水門等N=3基

漁港
海岸

❼種市漁港
　海岸

【災害復旧】陸閘N=1基、
水門Ｎ=1基 他

道復
路◆　
等興

復興
道路 国 ❽三陸沿岸

　道路
洋野階上道路

（侍浜～階上）
復興関連

道路 県 ❾（一）角ノ浜
　玉川線 玉川

ま復
ち◆
づ◆
く◆　
り興

漁業集落
防災機能
強　化

町 ❿八木 用地造成他
対象戸数：17戸（民17戸）

まちづくり
連携道路 県 ⓫（一）

　八木港線 八木

住災
◯害　
◯公
宅営

直接
建設 町 ⓬八木北

　（単独）
木造平屋
戸数：4戸

漁

港
漁 港

県 ⓭種市漁港 【漁港災害】
防波堤L=106m 他

町

⓮角浜漁港 【漁港災害】
防波堤L=10m

⓯川尻漁港 【漁港災害】
護岸N=1式 他

⓰鹿糠漁港 【漁港災害】
船揚場L=22m 他

⓱戸類家漁港 【漁港災害】
船揚場N=1式

⓲宿戸漁港 【漁港災害】防波堤L=69m、
船揚場L=8m 他

⓳小子内漁港
【漁港災害】
防波堤L=101m、
岸壁L=14m 他

⃝20有家漁港 【漁港災害】
防波堤L=85m 他

⃝21 高家漁港 【漁港災害】
防波堤L=45m 他

港

湾
⃝22

八木港 県
北港地区

【災害復旧】防波堤L=162m､
-4.5m岸壁L=159m､
護岸防波(1)(2)L=321.2m 他

南港地区
【災害復旧】
第2防波堤L=13m､
1号護岸L=57.8m

（ ）

事業準備

暫定
供用

・防波堤
・物揚場
・臨港道路

航路・
泊地浚渫

暫定
供用

・防波堤
・護岸

航路・
泊地浚渫

用地買収

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備
工事の推進

施工準備

工事

工事

工事

工事

平成24年
12月完了

平成25年
10月完了

平成24年
11月完了

平成24年
8月完了

平成24年
5月完了

平成24年
3月完了

平成25年
8月完了

平成24年
3月完了

平成24年
3月完了

平成24年
3月完了

平成24年
12月完了

平成25年
1月完了

平成25年
1月完了

平成24年
11月完了

平成24年
3月完了

施工準備

施工準備

工事

工事

工事

工事

測量、設計、用地買収等を行い、順次工事に着手

用地・工事
の推進

用地
設計
工事

施工準備
工事応急対策

平成25年9月12日起工式

工事応急対策

工事

工事

工事

一歩ず
つ

前へ！
福幸

インタ
ビュー

一歩ず
つ

前へ！
福幸

インタ
ビュー

社団法人岩手県栽培漁業協会
種市事業所　所長

箱
は こ

石
い し

 和
か ず

廣
ひ ろ

さん

上神田精肉店
代表

上
か み

神
か ん

田
だ

 敬
け い

二
じ

さん

本格復旧した種市事業所。
屋外水槽では、稚ウニが順調に成長

普代村特産のコンブが肉のおいしさを引
き立てる「普代の昆布入り・特製生たれ」

【復興の概況】
八木地区の町営災害公
営住宅と防災センター
が完成し、防潮堤は今春
に着工予定

【復興の概況】
普代道路が復興道路
として県内で始めて
開通。主な水産施設
の完全復旧も間近

平成24年
9月完了

平成25年
10月完了

平成25年
10月完了

平成25年
10月13日供用開始

普代道路の開通式典（平成25年10月13日）
太田名部漁港内の水産物加工処理施設（2月7日）

（
⓬
）

（
❺
）

八木の増殖溝でウニ漁をしている様子

施工準備

施工準備

事業準備

工事

工事

工事

工事

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

施工準備

応急対策

応急対策

応急対策応急対策

応急対策

社会資本の復旧・復興ロードマップ 基準日：平成25年12月31日（平成25年12月27日に復興局
　　　　が公表したものを基に県北広域振興局が作成） 社会資本の復旧・復興ロードマップ 基準日：平成25年12月31日（平成25年12月27日に復興局

　　　　が公表したものを基に県北広域振興局が作成）

設計・用地等

※事業の実施箇所や実施内容、整備スケジュールは、今後、変更する可能性があります。
※復興まちづくりの「民」は自立再建等の宅地数です。

【県】県北広域振興局 土木部 0194-53-4990／水産部 0194-53-4985
【町】洋野町建設課　0194-77-2114問合せ先

【県】県北広域振興局　土木部 0194-53-4990／水産部 0194-53-4985
【村】普代村建設水産課 0194-35-2116問合せ先

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分1地形図を複製したものである。
（承認番号　平25東複、 第84号）

※事業の実施箇所や実施内容、整備スケジュールは、今後、変更する可能性があります。
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分1地形図を複製したものである。

（承認番号　平25東複、 第84号）
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東日本大震災津波からの復興に向けた取組状況

北 い わ て 　 復 興 最 前 線

「
九
戸
政
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

展
開
中

　

九
戸
政
実
は
戦
国
末
期
、信
念
と
誇
り
を
貫
き
、

豊
臣
秀
吉
へ
の
反
旗
を
掲
げ
、
6
万
5
千
と
も
言

わ
れ
る
豊
臣
軍
を
わ
ず
か
５
千
の
兵
で
迎
え
撃
っ

た
県
北
地
域
の
武
将
で
す
。
二
戸
市
、
九
戸
村
の

官
民
が
連
携
し
て
「
九
戸
政
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
突

撃
隊
」
を
結
成
し
、「
戦
国
ダ
ン
シ
九
戸
政
実
」
や

「
九
戸
政
実
マ
ン
ガ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
、「
現

代
の
九
戸
政
実
ク
ン
☆
選
抜
総
選
挙
」、「
九
戸
政

実
ま
ち
お
こ
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
な
ど
、
九

戸
政
実
を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

二戸市
九戸村

御
所
野
縄
文
博
物
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

開
館
13
年
目
を

迎
え
る
御
所
野
縄

文
博
物
館
は
、
今

年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
お
り
、
最

新
の
３
Ｄ
映
像
を

用
い
て
、
御
所
野

遺
跡
の
内
容
を
体

感
で
き
る
展
示
室

に
一
新
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
博
物
館
や
公
園
を
詳

し
く
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
無
料
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
案
内
も
あ
り
ま
す
。
※
御
所
野
遺
跡

を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
は

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
御
所
野
縄
文
博
物
館

☎
0
1
9
5
-3
2
-2
6
5
2

一戸町

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で

「
食
の
町
」軽
米
を
情
報
発
信

軽
米
町
へ
の
観
光
客
誘
致
等
に
取
り
組
む
「
彩

り
の
里
交
流
推
進
委
員
会
」（
町
商
工
会
等
で
構

成
）
は
、
１
月
29
日
に　

第
１
回
か
る
ま
い
ブ
ラ

ン
ド
発
表
会
を
開
催
し
、「
さ
る
な
し
ド
リ
ン
ク
」、

「
そ
ば
か
っ
け
」
な
ど
町
の
特
産
12
品
を
「
か
る

ま
い
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

委
員
会
で
開
発
さ
れ
た
商
品
や
雑
穀
料
理
な
ど

も
試
食
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
、
食
の
町
・
軽
米
を
全
国
に
情
報
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

のトピックス二戸
地域

被災状況：管内2.803事業者のうち359事業者（12.8%）が被災　   
項目 進捗率 実績

被災事業者の
再開

全面再開80%（287社）
一部再開12%（42社）
休業中2%（6社）　廃業6%（24社）

92%

被災事業
者の再開

商工業

災害廃棄物
の処理

久慈地域の災害廃棄物は、青森県、秋田県、宮城県、山形県、埼玉県及び
神奈川県等の協力により、1月末までに約281千t 処理済みであり、3月末
までに処理が終了する予定です。

被災前の状況
養殖ワカメ 養殖コンブ 養殖ホタテ サケ稚魚放流 ウニ種苗生産

3,400t 1,700t 280t 102 百万匹 250 万個
復旧の進捗状況	

項目 進捗率 計画／実績

養殖ワカメ 計画：3,400t ／実績：2,271t

養殖コンブ 計画：1,700t ／実績：1,847t

養殖ホタテ 計画：280t ／実績：71t

サケ稚魚放流 計画：102百万匹／実績：92百万匹

ウニ種苗放流 計画：250 万個／実績：240 万個

67%

109%

25%

90%

96%

水 産 物

水産業の再開
生 産
基 盤 等

被災状況
漁船 養殖施設 定置網 魚市場 製氷貯氷施設 ふ化場

被災1,580隻 被災2,100台 被災62ヶ統 被災５市場 被災６施設 被災４施設

復旧の進捗状況	
項目 進捗率 計画／実績

漁港 計画：141箇所／実績：136箇所

漁場 計画：12箇所／実績：12箇所

漁船 計画：1,580隻／実績：1,327隻

養殖施設 計画：2,100台／実績：1,524台

定置網 計画：62ヶ統／実績：56ヶ統

魚市場 計画：５市場／実績：５市場

製氷貯氷施設 計画：６施設／実績：６施設

サケ・マス親魚
捕獲施設 計画：６施設／実績：６施設

ふ化場
計画：２施設／実績：2施設

この他、普代村漁協、田野畑村漁協の共同運営によるふ化場の整備が完了

100%

100%

100%

100%

73%

100%

90%

84%

96%

安全・安心なまちづくり
災害公営
住 宅 の
建 設

項目 進捗率 計画／実績

洋野町 計画：4戸／実績：4戸

久慈市 計画：11戸／実績：3戸

野田村 計画：101戸／実績：26戸

100%

27%

26%

項目 進捗率 計画／実績

洋野町 計画：17戸／実績：0戸

久慈市 計画：15区画／実績：6区画

野田村 計画：56区画・戸／実績：27区画・戸

0%

40%

48%

自立再建住宅
の宅 地 造 成・
宅 地 嵩 上

※区画整理事業
　を除く

御所野縄文博物館

軽米町

「かるまいブランド」に認定された
12品

戦国ダンシ
九戸政実

※「計画」は平成27年度末までの最終的な計画であり、「実績」は平成26年1月末の現状です。

看護師として働くために
貴重な経験ができました
「二戸高等看護学院」は、震災の年から

野田村の災害支援ボランティアを学校行
事として継続的に行っています。

山下華奈さんと吉田美有さんは１年生
から３年生までの毎年学校行事のボラン
ティアに参加。被災者の方や保育所、役場、
消防署など災害現場等で働く人たちにハ
ンドマッサージを行ってきました。

１年生のときのボランティアで、山下さ
んは「ハンドマッサージをしながら話を聞
いたとき、子どもの前では泣かない保育
士が涙を流す姿を見て、辛い気持ちを押

し隠していたのだと感じました」と話し、
吉田さんは「習っていたことは１年生で少
なかったけど、皆さんの癒しにちょっとで
もなれば」と思ったそうです。

２年生、３年生のときのボランティアに
ついて、山下さんは「固かった手が柔らか
くなった頃、『気持ちが軽くなった』といわ
れて、嬉しくなりました」と話し、吉田さん
は「震災から時間が経つほど、詳しい体験
を話す人は増えましたが、心に大きな傷
を抱えたままだと感じました」とのこと。

山下さんは「この経験から、患者さんや

ご家族の心に寄り添う看護師になりたい
と思いました」と話し、吉田さんは「被災し
たのに、患者さんの命を守るために活動
した看護師の話を聞き、自分も患者第一
の看護師になりたいと思いました」と目標
を語ります。

今年３月に卒業する２人は、４月から念願
の看護師としての第一歩を歩み出します。

岩手県立二戸高等看護学院
３年生

山
や ま

下
し た

 華
か

奈
な

さん（右）

吉
よ し

田
だ

 美
み

有
ゆ

さん（左）

ハンドマッサージは、授業で
学んだように話を聞く姿勢で臨みます

岩手県 県北広域振興局全世帯配布情報誌 （平成26年3月4日発行） 【編集・発行】 県北広域振興局経営企画部　〒028-8042 岩手県久慈市八日町1-1　TEL.0194-53-4981  FAX.0194-53-1720  E-mail.BK0001@pref.iwate.jp
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